
マ
ッ
ク
ス
e

ウ
工

l
パ
1
の

入
門
書
が
ほ
ぼ
同
時
に
二
冊
刊

行
さ
れ
た
。
一
方
は
伝
記
に
焦

点
を
当
て
、
他
方
は
同
時
代
の

思
想
連
闘
に
焦
点
を
当
て
る

が
、
い
ず
れ
も
「
リ
ア
ル
な
政

治
」
を
一

7
1
マ
と
す
る
内
容
豊

か
な
労
作
で
あ
る
。
浮
か
び
上

が
る
の
は
、
学
者
の
鏡
と
さ
れ

北
海
道
大
学
大
学
院
教
瞳

構
本
努
一
酔

な
が
ら
も
政
治
的
に
血
の
気
の

多
い
危
険
な
人
物
と
し
て
の
ウ

工

l
パ
1
像
だ
。

今
野
に
よ
れ
ば
、
ウ
工
1
パ

ー
は
少
年
の
頃
か
ら
軍
事
に
関

心
が
あ
っ
た
。
諸
民
族
の
精
神

を
歴
史
的
に
考
察
し
た
り
、
曲
目

填
戦
争
の
舞
台
を
一
人
で
旅
し

た
り
も
し
た
。
大
学
生
に
な
る

本の値段は税抜きです

と
自
ら
志
願
し
て
プ
口
イ
セ
ン

ー
陸
軍
に
入
曽
す
る
。
半
年
後
に

小
勝
長
に
昇
進
し
、
書
く
手
紙

に
は
自
信
た
っ
ぷ
り
と
「
一
年

志
願
伍
長
」
と
署
名
し
て
い

る
。
兵
役
後
も
ウ
工

l
パ
ー
は

何
度
か
軍
事
訓
練
に
参
加
す

る
。
有
事
の
軍
隊
指
揮
官
の
資

格
を
得
ょ
う
と
し
た
た
め
で
あ

る。
愛
国
心
に
燃
え
る
ウ
工

l
パ

ー
は
、
政
治
的
に
は
ポ
ー
ラ
ン

ド
人
労
働
者
を
排
斥
す
る
ナ
シ

ヨ
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
頭
角
を
現

t

し
た
。
か
れ
は
こ
の
テ
ー
マ
の

講
演
を
繰
り
返
し
、
ド
イ
ツ
。

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
一
廟
動
す
る

「
全
ド
イ
ツ
連
盟
」
に
加
盟
し

て
も
い
る
。
第
一
次
世
界
大
戦

が
勃
発
す
る
と
、
ウ
工
iE
パ
ー

は
す
で
に
五
O
粛
を
過
ぎ
て
い

た
が
兵
役
を
志
願
、
陸
軍
大
尉

の
資
格
を
与
え
ら
れ
た
。

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
と
い
う

と
、
今
日
で
は
保
守
主
義
に
結

今
野
一
冗
(
著
)
『
マ
ッ
ク
ス
@
ヴ

ェ1
パ
[
|
主
体
的
人
聞
の
悲
喜

劇
』
(
岩
波
新
書

8
6
0円
)

現在の岡本人が学ぶべき、この「血の気」
び
っ
く
が
、
当
時
は
台
頭
す
る

進
歩
派
の
労
働
者
階
級
に
支
え

ら
れ
て
い
た
面
も
あ
る
。
た
だ

ウ
工
1

パ
ー
が
期
待
を
寄
せ
た

の
は
、
カ
リ
ス
マ
的
な
指
導
者

に
よ
っ
て
牽
引
さ
れ
る
民
主
主

義
。
そ
の
理
想
は
全
体
主
義
と

無
縁
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
ウ
工

i
パ
i
の
死
後
、
ド
イ
ツ
で
は

ヒ
ト
ラ
ー
が
台
頭
す
る
。
こ
の

二
人
は
社
会
的
ダ
ー
ウ
ィ
ニ
ズ

ム
を
信
奉
し
た
り
軍
隊
的
な
体

育
訓
練
を
重
視
す
る
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
点
で
似
て
い
る
。
わ

ず
か
五
六
歳
で
死
去
し
た
ウ
工

l
パ
ー
だ
が
、
長
生
き
し
て
い

た
ら
ヒ
ト
ラ
ー
に
期
待
し
た
か

も
し
れ
な
い
。
一
方
、
ウ
工
1

パ
ー
に
と
っ
て
、
戦
後
の
民
主

化
し
た
ド
イ
ツ
は
生
き
に
く
い

時
代
に
な
っ
た
の
で
は
な
い

か
、
と
い
う
の
が
今
野
の
解
釈

で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
野
口
は
、
ウ

工
1
パ
ー
が
も
し
長
生
き
し
た

ら
、
ヒ
ト
ラ
ー
に
徹
底
的
に
抵

抗
し
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測

す
る
が
、
そ
れ
で
も
ウ
工
1
パ

トト吟

2ヨ少J

ー
は
か
な
り
危
な
っ
か
し
い
と

指
摘
す
る
。

興
味
深
い
の
は
野
口
が
論
じ

る
よ
う
に
、
戦
後
の
日
本
人
が

大
塚
久
雄
を
通
じ
て
、
ウ
土
l

パ
ー
か
ら
中
間
的
生
産
者
層
の

勤
勉
精
神
を
学
び
、
全
体
主
義

に
抗
す
る
主
体
性
を
獲
得
し
よ

う
と
し
た
事
情
で
あ
る
。
ウ
工

l
パ
ー
は
戦
後
の
日
本
で
市
民

派
の
思
想
家
と
し
て
杷
ら
れ

た
。
そ
の
後
、
別
の
ウ
工

l
パ

1
解
釈
も
現
れ
る
が
、
で
は
私

た
ち
は
、
い
ま
何
'
を
ウ
工

l
パ

ト
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
の

か
。
二
冊
が
描
く
ウ
工

l
パ
ー

は
、
リ
ア
ル
な
政
治
に
物
言
う

闘
争
的
な
人
間
で
あ
り
、
あ
ま

り
に
人
間
臭
い
。
現
在
の
日
本

人
に
足
り
な
い
の
は
こ
の
「
血

の
気
」
で
あ
ろ
う
か
。

今
年
は
ウ
工
l
パ
1

の
没
後

一
O
O年
。
ス
ペ
イ
ン
風
邪
で

亡
く
な
っ
た
と
言
わ
れ
る
ウ
工

1
パ
l
の
偉
業
を
、
私
た
ち
は

コ
ロ
ナ
禍
で
再
確
認
す
る
こ
と

ー
に
な
っ
た
。
二
冊
の
刊
行
を
喜

び
た
い
。
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